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学 会 記 事

第7 回新潟消化器病遺伝子 ・ 免疫研究会

日 時 　 平 成 1 2 年 1 0 月 2 0 日 （ 金 ）

P M 6 ： 0 0 ～ 8 ： 1 0

会 場 　 新 潟 グ ラ ン ド ホ テ ル 3 F

悠久 の 間

I． 一 般 演 題

1 　マウス A d u l t  l i f e における肝 C D 4 ＋ N K T

c ell の供給源に つ い ての検討

亀 山 仁 史 ・ 川村 俊彦

（新潟大学医動物）内 藤 哲 也 ・ 坂 内 誠

渡部 久実・安 保 徹

【目的】 N K T c ell の 分化 に対す る胸腺 の 役割 に

つ い て は未だ に議論が分かれ て い る . 今回我 々 は
,

a d ult t b y m e ct o m y ( A T x) モ デ ル を使用し,
a d ult

lif e にお ける肝 C D 4 ＋ N K T c ell の 供給源 に つ い

て検討した .

【方 法】 C 57 B L / 6 マ ウ ス ( 8 W ) に 対 し て

t h y m e ct o m y を施行 した . A T x 後 の N K T c ell の

動態を F A C S c a n を用 い て解析 した . さら に A T x

後に α G al 刺激を行 い 同様 の解析を行 っ た .

【結果】 A T x 後も肝 C D 4 ＋ N K T c ell は保 た れ

て い た . α G a l 刺激 後の C D 4 ＋ N K T 細胞 の 補

給は胸腺 i n d e p e n d e n t で あ っ た .

【結語】 a d u lt lif e で は
,
肝 C D 4 ＋ N K T c ell は

その 供給源と して胸腺を必ず しも必要 と しな い .

n e o n a t al s t a g e に , 胸腺 の 存在 下 で
,

C D 4 ＋

N K T c ell ( o r p r o g e nit o r) が
, 胸腺外 の 組織 に

一

定期間存在する こ とが , 肝 C D 4 ＋ N K T c ell の 供

給 に重要であると考えられた .

3 　 M A I D S 腸 炎 モ デ ル に お け る 腸 炎 発 症 機 序 の

解析

佐々木俊哉・
摺木 陽久・

渡辺 史郎・

米山 博之・

大 塚 和 朗 ・ 朝 倉 均

鈴木 健司
馬場 靖幸
河内 裕介
長谷川勝彦

河 内 裕 ・ 清 水 不 二 雄

（ 新 潟 大 学 第 三 内 科 ）
同　附属腎研究施設分子痛態学分野

我々 は こ れまで,
レ ト ロ ウイ ル ス 感染 マ ウ ス の

牌臓細胞を移入 した ヌ ー

ド マ ウ ス に
, 炎症性腸疾

患類似 の腸炎が生 じる こ とを報告 して きた . 今 回

はまず,
こ の 大腸 に お ける サイ ト カイ ン (IF N

-

γ と IL - 10) と浸潤細胞と の 関係に つ い て, 免疫

蛍光抗体法を用 い て検討 した . C D 4
＋
T 細胞 に関

して は I L - 10 陽性細胞が多い 傾向を認め , M a c
-

1 ＋ 細胞 に関し て は IF N
-

γ 陽性細胞 が多い 傾向

を認め た . 次 に, 腸炎発症まで の 経時的解析も行 っ

た . 細胞浸潤 は移入後 2 週目から大腸粘膜内に見

られ, 5 週目に はびら ん 形成を認め た . 免疫蛍光

抗体法によ る解析 で は , 浸潤細胞 は主 に C D 4
＋

細胞お よ び M a c
- 1

＋
細胞で あり,

こ れ ら の 細胞

は, 炎症初期か ら IF N
-

γ , IL
-

10 を発現 して い

た が, 炎症 の 進展とと もに IF N
-

γ の 発現 が増強

する傾向にあ っ た . 以上 よ り, 我 々 の 実験性腸炎

の大腸 にお い て
,
M a c

- 1
＋ 細胞の 産生する IF N -

γ が病態を形成 し, C D 4
＋
T 細胞と M a c - 1

＋

細

胞の 産生する IL - 10 が 病態を修飾 して い る可 能

性が示唆された .

3　放射線感受性遺伝子座の解析

児 玉 泰 光 ・ 斉 藤 有 子

落 合 幸 江 ・ 木 南 凌

若菜 茂晴

丹 羽 大貫

（新潟大学第一生化
（ 実 験 動 物 中 央 研 ）

（ 京 都 大 学 放 射 線 生 物 研 究 セ ン タ ー ）

マ ウ ス に γ 線を照射する と胸腺リ ン パ腫が誘発

され る . その が んになりやすさ は系統間で異なり,

B A L B / c 系統は感受性を, M S M 系統 は抵抗性を

示す . 私達は,
M S M 系統 に戻 し交配 した マ ウ ス

( N 2 M ) に γ 線を照射 し, 連鎖解析 を用 い て , が

んになりやすさを決定する遺伝子座 の 解析を行 っ

て きた . そ の 結果,
N 2 M で は, 2 番 ,

4 番染色 体


